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ラジオのギャップフィラーの基本モデル① 

受信機 伝送路 送信機 

１ 基本モデル① 

① 受信電界又は電力、② システム性能、③ 送信品質 

① 

（１）性能規定点 

② 

③ 

④ 受信電界又は電力、⑤ 再生音声品質 

（２）想定するラジオ性能 

④ 

⑤ 

ｆ１ ｆ１ 

受信障害対策中継を行う放送局 



ｆ１ 

ラジオのギャップフィラーの基本モデル② 

２ 基本モデル②（多段中継） 

① 受信電界又は電力、② システム性能、③ 送信品質 

① 

（１）性能規定点 

② 

④ 

⑤ 

ｆ１ ｆ１ 

受信機 伝送路 送信機 

③ 

受信機 伝送路 送信機 

ｆ１ 

受信機 伝送路 送信機 

（２）想定するラジオ性能は基本モデル①に同じ 

受信障害対策中継を行う放送局 
の多段接続 

④ 受信電界又は電力、⑤ 再生音声品質 



ラジオのギャップフィラーの基本モデル③ 

受信機 伝送路 送信機２ 

３ ＣＡＴＶ活用の基本モデル③ 

① 受信電界又は電力、② システム性能、③ 送信品質 

① 

（１）性能規定点 

② 

③ 

（２）想定するラジオ性能は基本モデル①に同じ 

④ 

⑤ 

送信機１ 伝送路 

ｆ１ ｆ１ 

直線的に配置 

・・ 

ｆ１ 

（３）高周波信号を同期するための条件 
   ⑥ 遅延時間差と送信位置や放送区域の関係 

⑥ 

CATVのHDへ 
（分界点） 

受信障害対策中継を行う放送局 

④ 受信電界又は電力、⑤ 再生音声品質 



主要項目 
技術的要件 

基本モデル ケーブルテレビを活用した基本モデル 

ＧＦのイメージ 

・複数のメディアを一つの送信機から再放送が可能なものとする 
・柔軟に難聴対策を行えるよう、放送局以外の者が置局を行える受信障害対策中継を行う無線局とする 
・技術基準適合証明の対象無線設備とし、無線局検査を不要とする 
・無線従事者の選任を不要とする 

ＧＦの性能 

ラジオ受信機における受信品質を考慮し、これに基づきギャップフィラーに求める各規定点における性能
を明確化してはどうか 
また、ギャップフィラーの連絡線が長くなる場合を想定し、有線テレビジョン放送施設の性能を参考として
はどうか 

周波数 

・東京地区を例にするとFMの周波数を出す放送
事業者数が8社程度あることから、これに1社のコ
ミュニティ放送の再放送も考慮し、最大9波の電
波を発射できるものとしてはどうか 
・地理的に連続的して聴取可能とするため、原則、
放送局の周波数と同一周波数による再放送とす
ることとしてはどうか 
・多メディアをMFNで再放送することを考慮した場

合、最小となる周波数間隔を条件を明確にしては
どうか 

・左の要件 
・ケーブルテレビNWを活用する場合は、極小の放

送区域が連続するため、周波数を各送信点で変え
てしまうとチューニングに支障を来す可能性があり、
各送信点間の高周波信号を同期させるようにして
はどうか 

空中線電力 地上デジタル放送のギャップフィラーと同等の半径５００ｍから１ｋｍ程度の放送区域としてはどうか 

ＧＦの配置方法 － 高周波信号を同期させるための条件を示してはどう
か（同期放送のための条件） 

ラジオのギャップフィラーの機能要件（案） 



「日本CATV技術協会 第１級有線テレビジョン放送技術 テキスト（技術）」より引用 




